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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成23年3月24日(2011.3.24)

【公開番号】特開2008-197658(P2008-197658A)
【公開日】平成20年8月28日(2008.8.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-034
【出願番号】特願2008-31461(P2008-31461)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｆ   9/40     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/35     (2006.01)
   Ｇ０９Ｆ   9/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1347   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1333   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｆ   9/40    ３０３　
   Ｇ０９Ｆ   9/35    　　　　
   Ｇ０９Ｆ   9/00    ３５０Ｚ
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1347  　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1333  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月19日(2011.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１側及び前記第１側と反対側である第２側に向って光を提供する光提供部と、
　前記光提供部の第１側に配置され、前記第１側に向う光を用いて第１画像を表示する第
１表示パネル部と、
　前記光提供部の第２側に配置され、前記第２側に向う光を用いて前記第１画像より小さ
い第２画像を表示する第２表示パネル部と、
　前記第２表示パネル部と前記光提供部との間に配置され、前記光提供部及び前記第１表
示パネル部を収納する収納部と、
　前記第２表示パネル部と前記収納部との間に配置され、前記第２表示パネル部と対応し
て開口が形成され、前記光提供部の第１側に向って反射される光量を減少させるためのフ
ィルム部材と、
を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記フィルム部材は、前記開口の周縁部であって前記第２表示パネル部の周辺部に対応
する結合領域を有することを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記フィルム部材の結合領域は、接着部材によって前記第２表示パネル部の周辺部と結
合されることを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
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　前記結合領域に隣接して形成され、前記第２表示パネル部の少なくとも一側をガイドす
る整列部材を更に含むことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２表示パネル部は、
　前記第２画像を表示する表示パネルと、
　前記表示パネルを収納するモールドフレームと、
を含み、前記フィルム部材の結合領域は、前記モールドフレームの周辺部に結合されるこ
とを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記フィルム部材は、前記光提供部の第１側に向って反射される光量を減少させるため
に着色されることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記フィルム部材は、黒色または灰色であることを特徴とする請求項６に記載の表示装
置。
【請求項８】
　前記フィルム部材及び前記収納部は、接着部材によって結合されることを特徴とする請
求項１に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記収納部と前記フィルム部材との間に配置される光学部材を更に含み、
　前記光学部材は、前記第２表示パネル部の周辺部に対応する結合領域を有することを特
徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記光学部材の結合領域は、接着部材によって前記第２表示パネル部の周辺部と結合さ
れることを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
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